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【
秋
山
文
和
県
議
会
議
員
報
告
】 

 

六
月
県
議
会
で
は
、
秋
山
も
え
議

員(

上
尾
市
伊
奈
町
選
出)

が
初
当

選
後
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
県
立
児
玉
・
飯
能
南
高

校
の
廃
止
計
画
の
撤
回
、
県
立
ろ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学
園
の
増
設
等
を
求
め
ま
し
た
。 

 

６
月
19
日
県
教
委
は
『
魅
力
あ

る
県
立
高
校
づ
く
り
方
針
』
に
も

と
づ
い
て
第
一
期
実
施
方
針(

案)

と
し
て
県
立
児
玉
高
校
と
飯
能
南

高
校
の
廃
止
計
画
を
決
定
し
ま
し

た
。
廃
止
対
象
の
児
玉
高
校
は
２

０
２
１
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
伝
統
校
。
体
育
コ
ー
ス
出

身
の
柔
道
選
手
は
世
界
選
手
権
で

繰
り
返
し
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。
飯
能
高
校
は
、
ホ
ッ
ケ

ー
部
な
ど
部
活
動
が
盛
ん
で
す
。

西
武
池
袋
線
元
加
治
駅
か
ら
徒
歩

22

分
と
い
う
立
地
に
あ
り
な
が

ら
、
新
入
生
定
員
２
０
０
人
中
欠

員
は
わ
ず
か
で
す
。 

 

２
校
の
廃
止
計
画
が
明
ら
か
に

な
る
と
、
地
元
か
ら
直
ち
に
反
発

の 

 

        

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
25
日
に

は
、
本
庄
市
議
会
が
、
統
廃
合
に
つ

い
て
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
を

可
決
。
飯
能
市
議
会
で
は
、
中
止
を

求
め
る
決
議
が
可
決
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
て
飯
能
市
長
、
教
育
長
連
名
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
が
県
教
委
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
中
で「
こ

の
た
び
の
あ
ま
り
に
も
唐
突
な
告
知

は
、
県
と
の
強
固
な
連
携
に
よ
り
地

方
創
生
を
推
進
す
る
本
市
並
び
に
市

民
感
情
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
方
的
か
つ
強
硬
に
推
し
進
め
る
当

局
の
対
応
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
」

と
批
判
し
て
い
ま
す
。 

 

県
教
委
は
今
後
10
年
で
10
校
程

度
を
廃
止
す
る
と
し
て
お
り
、
庄
和

高
校
が
対
象
と
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。 

 

   

 

秋
山
も
え
議
員
は
、
「
県
が
独
自

の
少
人
数
学
級
制
度
を
採
り
入
れ
、

教
員
を
増
や
せ
ば
高
校
廃
止
は
必
要

な
い
」
と
提
案
、
撤
回
を
求
め
ま
し

た
が 
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暮
ら
し
・
福
祉
優
先
の
県
政
を 

 
 
 

児
玉
・
飯
能
南
高
校
の
存
続
を
求
め
る 

       
 
 
 
 

   
 

 

地
元
猛
反
発
！ 

「
あ
ま
り
に
も
唐
突
」 

    

が
、
教
育
長
は
両
校
の
廃
止
計
画
を

進
め
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

     

上
田
知
事
は
、
４
期
16
年
の
県
政

で
①
開
発
優
先
、
福
祉
、
暮
ら
し
切

り
捨
て
の
国
い
い
な
り
政
治
②
農

業
・
中
小
企
業
切
り
捨
て
、
誘
致
型

の
産
業
政
策
③
県
機
構
の
統
廃
合
・

民
営
化
、
職
員
定
数
削
減
④
安
心
・

安
全
に
ほ
ど
遠
い
、
基
地
・
災
害
・

消
防
対
策
―
―
な
ど
を
特
徴
と
す
る

県
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
は
就

学
前
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
首
都
圏
で

最
低
で
す
。
ま
た
企
業
が
県
内
に
移

転
す
る
と
上
限
１
億
円
補
助
し
ま
す

が
、
中
小
企
業
融
資
制
度
は
10
年
間

で
半
分
に
縮
小
。
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
２
０
１
５
年
に

65
歳
以
上
で
対
象
に
な
っ
た
人
を

締
め
出
し
、
３
年
後
所
得
制
限(

所
得

３
６
０
万
円)

ま
で
導
入
し
ま
し
た
。

福
祉
・
暮
ら
し
優
先
の
県
政
へ
転
換

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

    

独
自
の
少
人
数
学
級

制
度
採
用
を 

  

 

県
政
変
え
る
チ
ャ
ン
ス 

 

８
月
８
日
知
事
選
告
示 
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７
月
23
日
、
党
市
議
団
は
、

昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ

る
浸
水
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
進
め
て
い
る
岡
山
県
倉
敷

市
（
人
口
48
万
１
８
４
４
人
）

を
視
察
し
ま
し
た
。 

     

西
日
本
豪
雨
は
、
台
風
７
号

か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧

が
、
７
月
５
日
に
は
梅
雨
前
線

と
一
体
化
し
、
西
日
本
を
中
心

に
長
時
間
の
記
録
的
大
雨
を
も

た
ら
し
、
倉
敷
市
で
も
観
測
史

上
１
位
の
降
水
量
を
記
録
し
ま

し
た
。 

 

市
内
を
流
れ
る
小
田
川
、
末

政
川
、
高
馬
川
、
真
谷
川
の
堤
防 

が
８
カ
所
で
決
壊
し
、
甚
大
な 
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浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

市
全
体
の
被
害
状
況
は
、
全
壊

を
は
じ
め
と
し
た
住
宅
被
害
が
５

９
７
７
棟
、
死
者
は
62
人
に
上
り

ま
し
た
。
決
壊
箇
所
に
近
い
真
備

地
区
で
は
、
地
区
全
体
面
積
の
３

割
が
浸
水
し
、
住
宅
５
７
４
０
棟

が
被
害
を
受
け
、
51
名
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
大

半
は
高
齢
者
で
し
た
。 

 

８
カ
所
の
堤
防
決
壊
で 

地
区
の
約
３
割
が
浸
水 
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に
、
合
流
地
点
を
４
・
６
㎞
下
流
に

付
け
替
え
る
事
業
と
と
も
に
、
決

壊
し
た
河
川
の
堤
防
の
復
旧
・
強

化
を
緊
急
的
か
つ
集
中
的
に
取
り

組
む
と
し
て
い
ま
す
。 

 

被
災
者
へ
の
生
活
支
援
と
し
て

は
、
真
備
地
区
に
住
み
た
い
、
暮
ら

し
続
け
た
い
と
い
う
思
い
を
実
現

す
る
た
め
に
、
被
災
家
屋
の
公
費

解
体
や
、
住
ま
い
の
再
建
支
援
、
災

害
公
営
住
宅
等
の
整
備
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
や

公
共
交
通
、
商
店
街
の
復
旧
と
合

わ
せ
て
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

す
る
こ
と
で
「
ま
ち
の
賑
わ
い
を

創
出
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
復
旧
・

復
興
が
何
よ
り
も
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

高
齢
者
は
災
害
の
際
、
垂
直
非

難
が
困
難
な
為
、
犠
牲
と
な
り
や

す
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
市

に
於
い
て
も
、
災
害
時
の
高
齢
者

避
難
の
対
策
が
急
務
で
す
。 

西
日
本
豪
雨
か
ら
１
年 

 
倉
敷
市
真
備
地
区
の
復
旧
状
況
を
視
察 

 
 
 
  

  

     

真
備
地
区
で
は
、
６
月
30
日
現

在
、
６
８
７
９
人
の
被
災
者
が
市

内
外
の
仮
設
住
宅
な
ど
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
が
行
っ
た
「
住
ま
い
の
再
建

に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
約
83
％

の
住
民
が
今
後
も
真
備
町
で
の
居

住
を
希
望
し
て
お
り
、
市
で
は
一

日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
て
「
真

備
地
区
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。 

 

計
画
期
間
は
２
０
１
９
年
度
か

ら
５
年
間
で
、
真
備
の
豊
か
な
自

然
と
歴
史
・
文
化
を
未
来
に
つ
な

げ
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る

こ
と
。
ま
た
、
経
験
を
活
か
し
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 

復
興
に
向
け
た
主
な
施
策
は
、

治
水
対
策
と
し
て
、
小
田
川
へ
の

高
梁
川
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め 

休
日
の
当
番
医 

倉 敷 市 

  全体の約３割が浸水した真備地区 

自
然
と
歴
史
・
文
化
を 

未
来
へ
つ
な
ぐ
真
備
へ 


